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単一マルチモードファイバ内視鏡[1]は，ファイバに入射するレーザー光の位相または振幅を

空間光変調器（SLM）により変調し，出射端における光の強度分布，偏光，波長，パルス時間幅

等を光学素子無しで制御する内視鏡技術である．最も単純な用途では，出射端付近に回折限界程

度の大きさの 1 個の光スポットを形成し，散乱光や蛍光を同じファイバを通して検出する空間分

解レーザー計測が行われる．しかし，光スポットを形成する際に SLM位相変調の最適化に数分か

ら数十分程度の時間を要することが実用上の課題である．本研究では，正方形コアマルチモード

ファイバの鏡映対称性[2]を利用し，出射端面に 1個の光スポットを形成する際に要する，SLM位

相変調の最適化時間の短縮を試みた． 

実験は HeNeレーザー光（633 nm）を，反射型液晶空間光変調器（LCOS-SLM）を用いて位相

変調した後に，正方形コアマルチモードファイバ（SI型，コア径 50 µm×50 µm，開口数 0.2，長

さ 40 mm）へ入射し，出射光強度分布を CMOSカメラで計測した（Fig.1）．まず，SLM位相変調

の最適化により，背景のスペックルパターンに対して強度を約 150 倍に強めた光スポットを出射

端面中心付近に形成した（Fig.2 左）．その後，入射端面のレーザー集光位置をコアの水平方向お

よび対角線方向に移動させた．その結果，出射端面の光スポットが 2個および 4個に分裂し，分

裂した光スポットが初期位置から対称に移動した（Fig.2 中央，右）．分裂，移動した光スポット

の 1つに対してさらに SLM位相変調の最適化を行うことで，その位置にゼロから光スポットを形

成する場合と比べて最適化に要する時間を短縮する．  
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Fig. 2. Experimental setup near fiber Fig. 1. Change in emitting light intensity distribution 

due to shift in laser focus position 
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